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大和証券グループの取組みについて



発行体と投資家をつなぐ橋渡し役として
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当社グループは様々な業務を通じ、資金を必要とする発行体（国や企業等）と
投資家をつなぐ橋渡し役として、資金循環の仕組みづくりを目指す

資金調達ニーズが
ある国や企業等

発行体

リサーチ・分析

商品開発

投資

引受

コンサルティング

大和証券グループ

資金運用ニーズを
持つ個人や法人等

投資家
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ダイバーシティ&インクルージョン

多様な個性を認め合い、
誰もが活躍できる社会の実現

グリーン&ソーシャル

脱炭素社会への移行の促進と
レジリエントな社会の実現

イノベーション

社会を豊かにするイノベーションの
促進と自らの変革の実現

人生100年時代

人生100年時代を誰もが豊かに
過ごせる社会の実現

貯蓄からSDGsへ

2030Vision

～資金循環の仕組みづくりを
通じたSDGsの実現～

貯蓄からSDGsへ

2030Vision

マテリアリティ

1. 豊かな人生100年時代の実現に向けた
家計の資産形成・保全のサポート

2. 民間資金による地方活性化の実現
3. アジア地域の経済成長を金融面から支援

人生100年時代

4. 社会を豊かにするイノベーションの実現に向けた
企業の新陳代謝の加速支援

5. 新たな付加価値創出に向けた
事業ポートフォリオの変革

6. 唯一無二の金融プラットフォーマーとして
社会の変革をリード

イノベーション

7. 脱炭素社会の実現を支援するグリーンファイナンス/
トランジション・ファイナンスの促進

8. 持続可能な社会の実現に資する
新たな金融商品・サービスの開発・提供

グリーン＆ソーシャル

11. 健全で透明性の高い経営基盤の強化

12. 金融・資本市場の維持発展をリード
13. 次世代につなぐ美しい地球環境の創造
14. より良い未来のコミュニティ・社会の実現

サステナブル経営の基盤

9. 付加価値を提供できる人材の育成
10. 多様な個性を認め合い、誰もが活躍できる組織

の構築

ダイバーシティ＆インクルージョン

経営ビジョン「2030Vision」



✓ グリーンファイナンス/トランジション・ファイ

ナンスの促進

✓ 再生可能エネルギー分野における

事業投資の拡大

✓ 投融資先に対するエンゲージメントの強化

ファイナンスを通じた脱炭素社会実現

大和証券グループの主な重点方針

✓ イノベーション（水素、CCUS等）の

開発促進・新技術の支援

✓ 再生可能エネルギー分野向けの

アドバイザリー事業の拡大

脱炭素社会実現に貢献する新技術の
支援・ソリューションビジネスの推進

① 2030年までの自社※の温室効果ガス排出量（Scope1・2）ネットゼロ
② 2050年までの投融資ポートフォリオの温室効果ガス排出量等（Scope3）ネットゼロ
③ 金融ビジネスを通じた脱炭素社会へのスムーズな移行の支援

大和証券グループ カーボンニュートラル宣言

✓ 再生可能エネルギーの導入

✓ エネルギー利用効率化の継続

✓ カーボンオフセットの検討

自社の環境負荷低減

✓ 投融資ポートフォリオの温室効果ガス

排出量の管理手法の検討

✓ SBT等を活用したパリ協定と整合的な

Scope3に関する中間目標の設定

（2023年度中）

✓ 気候変動対応に関連する適切な開示

（TCFD等）

パリ協定と整合的な目標設定と
透明性のある情報開示

✓ 大和証券グループ「環境・社会関連

ポリシーフレームワーク」の運用・見直し

✓ 役員報酬へのサステナビリティ要素の

反映

グループ推進体制の強化

✓ 関連商品・サービスのラインナップ拡充

• 環境をテーマにした投資信託の拡充

• グリーンボンドをはじめとするSDGs債の

アレンジ

• 環境分野におけるSDGs-IPOの促進

脱炭素社会実現に
資する投資機会の提供

※ 自社の範囲は、連結ベースで算出予定 4

大和証券グループ カーボンニュートラル宣言
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2030 2040 2050

～～

2030Vision 最終年度
（SDGs達成期限）

日本政府
カーボンニュートラル達成期限

自社の
ネットゼロ推進

事
業
活
動
に
関
わ
る
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
推
進

脱炭素社会実現に資する投資機会の提供

再生可能エネルギーの導入
エネルギー利用効率化の継続
カーボンオフセットの検討

投融資ポートフォリオの
管理手法の検討

2021/4 2024/3

中期経営計画“Passion for the Best” 2023

2030Vision

2030年までに達成

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

気候変動対応に関連する適切な開示（TCFD等）

金融ビジネス
を通じた
取組み

投融資ポート
フォリオにおけ

る取組み

イノベーション（水素、CCUS等）の開発促進・新技術の支援

投融資ポートフォリオの
モニタリング開始

グリーンファイナンス/トランジション・ファイナンスの促進
再生可能エネルギー分野における事業投資の拡大

投融資ポート
フォリオ以外に
おける取組み

投融資先に対するエンゲージメントの強化

出張、通勤等にかかる排出量削減の推進

グループ推進体制の強化
大和証券グループ「環境・社会関連ポリシーフレームワーク」の運用・見直し

国際的なイニシアティブへの参画（SBT等）

2050年までに
達成

中間目標の設定（2023年度中）

カーボンニュートラル実現に向けたロードマップ



SDGs債市場の活性化に貢献

66

SDGs債（一例）

SDGs債は、調達資金がSDGsに貢献する事業に充当される債券

2022年度は国内のトランジションボンド発行額が増大

KPI・SPTsを設定し
企業のサステナビリティ
活動の目標達成を
促す

サステナビリティ・
リンク・ボンド

脱炭素社会への移行を
目指した中核事業の
グリーン化に要する
資金調達

トランジション
ボンド

地球温暖化をはじめと
する環境問題の解決に
資するグリーンプロジェク
トに要する資金調達

グリーンボンド

SDGs債カテゴリー別 発行額推移
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トランジションボンド

サステナビリティ・リンク・ボンド

サステナビリティボンド

ソーシャルボンド

グリーンボンド

2016 17 18 19 20 21 22年度

（億円）

計 4兆7,036 億円

※グラフは各発行体開示資料より大和証券作成



幅広い投資ニーズに対応した投資信託・ETFのラインナップ

気候変動対策の分野をテーマとした投資信託を幅広く設定・販売
テーマ型ETFの先駆者「Global X」との合弁会社「Global X Japan」を通じて、ETFも設定

77

投資信託

グローバルEV関連株ファンド

脱炭素テクノロジー株式ファンド

アムンディ
環境・気候変動対策ファンド

クリーンテック株式
＆グリーンボンド・ファンド

ETF

クリーンテック ESG-日本株式 ETF

◼ 再生可能エネルギーの生産や、エネルギー利用の

効率化に向けた技術・設備開発を行う企業に投資

グローバルリーダーズ ESG-日本株式 ETF 

◼ 世界市場をリードする企業に厳選投資

◼ ESGの観点によるスクリーニング

MSCI 気候変動対応-日本株式 ETF

◼ 低炭素経済への移行に対するリスクと機会を

基にポートフォリオを構築



信託報酬の一部を植樹活動に寄付
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投資家に向け、ESG投資の意義を実感できる施策として、
投資ポートフォリオが生むインパクトを可視化したレポートや植樹証明書の発行を実施

投資を通じて生み出すインパクトを見える化

投資を通じて生み出すインパクトを数値化

掲載事例①

ファンドのポートフォリオ分析
脱炭素テクノロジー株式ファンド

愛称：カーボンZERO

Impact Report 2022

掲載事例②

CO2排出量相当分のオフセット

お客様に
植樹証明書を発行
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大和エナジー・インフラでは、ファンド化を通じた外部資本の導入により、
投資家の皆さまに魅力的な投資機会を提供するとともに、持続可能な社会の実現に貢献

ハイブリッド戦略による新たな資金循環の確立

2021年9月
太陽光私募コアファンドの組成
（同約730億円(予定)）

投資実行
（資金供給）

運用

運用ノウハウ蓄積
インカムゲインの拡大

金融商品化
または売却

投資家への
オルタナティブ商品の提供

自らリスクマネー供給
投資ノウハウ蓄積

2020年4月
北海道メガソーラー私募ファンドの組成
（資産規模約50億円）

大和エナジー・インフラの取組み

➢ 稼働済みの洋上風力として世界最大規模を誇る

英国Hornsea One 洋上風力の一部持分を取得

➢ 本件を皮切りに更なる洋上風力分野での投資検討を

加速させる予定

英国の洋上風力発電への出資

グローバルでの再エネ投資拡大

キャピタル・リサイクリング・モデルの推進
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